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彦
島
の
印
象
は
色
々
あ
る
が
、
下
関
市

街
地
か
ら
盲
腸
の
ご
と
く
の
び
た
島
に
も
、

私
に
は
見
え
る
。
江
の
浦
地
区
は
、
彦
島

で
も
比
較
的
に
古
い
町
並
み
が
残
っ
て
い

る
。
外
装
に
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
を
使
用
し

た
た
ば
こ
屋
さ
ん
を
撮
影
し
て
、
そ
の
反

対
側
の
路
地
に
入
り
込
ん
で
み
た
。

　

私
は
路
地
が
大
好
き
で
、
ど
こ
へ
行
っ

て
も
路
地
が
あ
る
と
、
す
っ
と
入
っ
て
し

ま
う
。
今
回
は
、
広
い
通
り
か
ら
Ｙ
路
地

を
発
見
し
た
。
Ｙ
路
地
は
何
か
不
思
議
な

人
を
引
き
つ
け
る
魔
力
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
と
、
私
は
常
に
思
っ
て
い
る
。
そ
れ

は
ま
さ
に
人
生
の
岐
路
に
立
っ
た
時
に
迷

っ
て
進
む
か
の
ご
と
く
、
私
の
前
に
立
ち

ふ
さ
が
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
Ｙ
路
地
に
は
手
前
が
30
セ
ン
チ
ほ

ど
の
幅
し
か
な
い
民
家
が
残
っ
て
い
た
。

そ
の
路
地
の
左
側
で
は
、
昭
和
初
期
に
建

て
ら
れ
た
木
造
の
家
の
表
面
を
洋
風
ス
タ

イ
ル
に
し
た
、「
看
板
建
築
」
と
呼
ば
れ

る
建
物
が
印
象
的
だ
っ
た
。
正
面
２
階
の

上
の
フ
ァ
サ
ー
ド
の
一
部
は
左
官
職
人
の

腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
で
あ
る
。
装
飾
模
様
が
、

こ
の
建
物
が
た
だ
も
の
で
は
な
い
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
。

Ｙ
路
地
に
人
生
を
重
ね
る

一般人が素通りする街角や路地で多大な発見を
し、分析し、全国各地と比較しながら、その場
でいろいろと解説してくれるのが町田流。たと
えば下の写真でも「これきっと、元は旅館だよ」
と、ずばり言い当てる。
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町
田
忍
の

下
関
レ
ト
ロ
徘
徊
記

庶
民
文
化
史
研
究
の
達
人

「

彦
島
は
宝
島
」

庶
民
文
化
の
巨
匠
、
町
田
忍
さ
ん
の
下
関
を
巡
る
旅
も
四
回
目
。

江
戸
っ
子
の
リ
ズ
ム
で
巨
匠
い
わ
く
「
下
関
は
毎
回
新
し
い
発
見
の
あ
る
、

実
に
楽
し
い
場
所
だ
よ
。
ポ
イ
ン
ト
高
い
よ
！
」。

今
回
、
歩
き
回
っ
た
彦
島
で
も
、
巨
匠
の
五
感
が
フ
ル
稼
働
し
て
大
漁
。

島
は
島
で
も
「
宝
島
」
と
い
う
、
う
れ
し
い
結
論
が
待
っ
て
い
た
。

好
評
の
、
下
関
お
気
に
入
り
銭
湯
入
浴
記
付
き
。

※
町
田
忍
氏
の
撮
影
＝
大
野
金
繁

町
田 

忍
（
ま
ち
だ
・
し
の
ぶ
）

昭
和
25
年
（
１
９
５
０
）、
東
京
生
ま
れ
。
全
国
各
地
、

見
落
と
さ
れ
が
ち
な
風
俗
意
匠
を
研
究
す
る
庶
民
文

化
史
研
究
家
。「
庶
民
文
化
研
究
所
」
を
設
立
し
て

い
る
。
著
書
は
『
昭
和
な
つ
か
し
図
鑑
』（
講
談
社

文
庫
）、『
懐
か
し
の
昭
和
30
年
代
』（
扶
桑
社
）、『
納

豆
大
全
』（
角
川
文
庫
）、『
銭
湯
遺
産
』（
戎
光
祥
出
版
）

な
ど
約
50
冊
。
現
在
、
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
『
高
嶋
ひ
で

た
け
の
特
ダ
ネ
ラ
ジ
オ
・
夕
焼
け
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』

の
昭
和
コ
ー
ナ
ー
に
毎
週
火
曜
出
演
中
。

文
・
写
真
＝
町
田 

忍
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